2026-2027 しのはら財団研究助成 募集要項
現場（フロントライン）から、日本の未来と産業を再興する
——AI・最先端テクノロジーと人間の融合による、労働生産性向上とWell-beingの実現 

一般財団法人篠原欣子記念財団（しのはら財団）は、「人々の可能性や幸せ＝Well-beingの最大化」をミッションに掲げ、AIをはじめとする最先端テクノロジーの活用、ならびに労働生産性の向上や労働環境の改善を目指す研究を後押ししています。 
第3期となる本助成プログラムでは、少子高齢化に伴う深刻な人手不足という危機的状況に対応すべく、日本の経済基盤・サプライチェーン・社会機能を最前線で支える「フロントライン（現場）」を重点支援領域として位置づけました。 具体的には、「一次産業（農林水産業）」「物流・ロジスティクス」「基幹産業・社会インフラ（製造・建設・点検整備・設備メンテナンス等）」や、地域や社会の暮らしを守る「医療・介護・看護・社会福祉」などの現場における生産性向上および労働環境改善に資する研究・実践を幅広く公募いたします。 
みなさんの研究成果により、現場の労働環境が改革され、持続可能で誰もがより良く生きられる社会が実現されることを期待しております。

1. 助成対象となる研究
日本の経済・社会を支える現場（フロントライン）で働く人々の労働環境改善や生産性向上に資する調査・研究を支援します。テクノロジー活用、組織・制度設計、行動科学、データ分析、フィールドワーク、政策提言など、研究の手法は問いません。社会学・心理学・経営学・情報科学・工学・農学・医学・看護学・保健学・地域研究など、多様な専門性を持つ研究者の応募を歓迎します。 
【研究例】*あくまで例です　助成対象はこれらのテーマに限定されません
· 2024年問題の克服・サプライチェーン革新（物流・輸送）：
· AI・データ活用による運行・配送ルート最適化や、物流拠点での自動化技術（AGV等）導入による作業負荷軽減・安全確保などに関わる研究
· スマート化と技能承継（一次産業：農林水産業）：
· アグリテック・スマート林業等による熟練技能の自動化・技術承継、過酷・危険環境下のDX・リモート化 などに関わる研究
· インフラ・現場作業のDXと安全確保（製造・建設・設備点検・修繕）：
· 設備点検（電気・ガス・水道等）、非破壊検査、修繕、多能工などの過酷環境下における作業負担軽減や安全対策などに関わる研究
· 建設・製造現場における生成AI等を活用した業務プロセス自動化・マニュアル化 などに関わる研究
· 現場のはたらき方改革・経営改善（医療・介護・看護・保育・福祉）：
· 医療・介護・保育等の現場におけるAI・ICT・RPA活用による定型業務削減・多職種連携（チーム医療等）推進などに関わる研究
· 交代制勤務・夜間対応におけるストレス管理、離職防止、ウェルビーイング向上・経営改善研究 などに関わる研究
· フロントラインワーカーの組織・キャリア研究：
· 多様化する現場人材（女性・若手・外国人等）の定着・キャリア形成支援、ウェルビーイングと企業業績の相関分析などに関わる研究
※福祉・介護現場における具体的な製品・試作品（プロトタイプ）開発やアイデア検証、またはスタートアップ・個人・18歳以下による挑戦につきましては、当財団主催の「ケアテック・イノベーション・コンテスト 2026」の各部門をご覧ください。 

2. 応募資格
(1) 日本国内に所在する大学および研究機関等において、研究活動に従事している個人または団体（博士後期課程在籍の大学院生、中堅研究者、実務家研究者も歓迎いたします）。
 (2) 研究の計画および方法が、目的を達成するために適切であり、かつ明確な成果を期待しうるものであること。
 (3) 在籍する大学および研究機関等の所属長、または申請者をよく知る者からの推薦が得られること。
(4) 申請や報告書提出、事務連絡等を日本語で遺漏なく遂行できること。 
(5) 採択後に当財団によるフォローアップおよび「知のコミュニティ（採択者ネットワーク・交流イベント等）」に協力ができること。 
(6) 「採択後の手続き」で定められた内容に従い適切な対応ができること。 
· 既に始めている研究、新たに着手する研究のいずれも申請可能です。 
· 国籍や年齢、性別、経歴不問です。 
· 営利法人（企業等）単体による応募、および営利法人との共同研究は対象外となります。
· 他助成金との併給は不可です。ただし、研究テーマや使途が異なる場合には、給付の対象として応募は可能です（併給となった場合、他の助成金が停止される場合がありますので、ご注意ください）。 

3. 助成金給付金額・対象経費
     300,000円 〜 3,000,000円 
※研究内容および必要性により、3,000,000円を上限として助成金を給付します（5万円単位で申請）。 
(1) 研究に必要な金額を適正に申請してください。 
· 申請額の満額支給とは限りませんので、あらかじめご了承ください。 
· 申請金額の適正性を審査します。必要のない過大な金額を申請している（助成上限額に合わせる事を目的とした申請）場合など、審査不通過となりますのでご注意ください。 
(2) 助成金給付時期と未使用額（余剰分）の返還について
· 助成金は2回に分けて給付します（2027年3月・9月）。
· 未使用額（余剰分）の返還手続き： 研究期間が終了し、実績報告および費用明細（使途報告）の確定後、助成金に未使用の残額（余剰分）が生じた場合は、指定の財団口座へ速やかに返還（振込）を行っていただきます。
【対象経費と機器・デバイス等の取扱い】
研究遂行に直接必要な経費（研究開発費、調査実施費、備品・消耗品費、旅費、人件費・謝礼、間接費など）を対象とします（間接費は原則2割を上限とします）。 
解析用PC・ウェアラブル機器・各種デバイス等の計上について
· 購入機器の領収書(提出必須)およびシリアルNo.の提出をお願いします。
· 解析用PC・IT機器類： 高性能AI・データ解析用PC、サーバー等の購入について金額や台数の上限は設けておりません。ただし、申請時の研究計画書（予算内訳）に、研究遂行に必要なスペックおよび理由が具体的に明記されていることを条件とします。 
· ウェアラブル端末・スマホ・タブレット・センサー類（複数台導入）： 実験・データ収集等において被験者、研究協力者、現場スタッフ等に配布・装着・設置する目的の場合、計画上の必要数量・利用用途が明記されていることを条件に、複数台の計上が可能です。 
· 購入手続きの簡略化： 採択された研究計画・予算内訳に含まれる機器の購入について、購入時の事前の事務局承認手続きは不要です（実績報告時の領収書確認のみとなります）。 
·  購入機器・デバイスの転売禁止：助成金を用いて購入した機器・デバイス等（以下「助成対象物品」といいます）は、研究目的以外への転用および第三者への転売・譲渡を禁じます。助成期間中および助成期間終了後においても、正当な理由なく助成対象物品を転売・譲渡した事実が判明した場合、当財団は当該物品の購入に充てた助成金相当額の全部または一部の返還を請求することがあります。
【論文投稿費】
· 論文投稿・オープンアクセス化（OA）費用の計上： 本助成研究の成果を学術論文として公表するための「論文投稿料（Article Processing Charge / APC）」「オープンアクセス化費用」「英文校正費」「図表作成・翻訳費」等は、対象経費（その他直接経費）として計上可能です。
· 助成期間外の公表に関する注意点： 助成期間（2028年3月末まで）終了後に発生する投稿料・掲載料については、助成金からの事前支出・繰延支払いは認められません。助成期間内に請求および支払いが完了する見込みの範囲で計画的に計上・執行してください。
【旅費交通費】
· 現地調査・学会発表等の旅費： 本研究に直接関与する現地調査（フィールドワーク）、実証実験訪問、打ち合わせ、ならびに成果発表・情報収集を目的とした学会参加に伴う旅費交通費（電車・航空運賃、宿泊費等）は対象経費として計上可能です。
· 執行ルールと証憑保管：
· 所属機関の旅費規程（実費支給または定額旅費等）がある場合は、原則として所属機関の規程に準拠して執行してください。
· 実績報告時には、旅費の領収書（航空券・新幹線・宿泊費等）に加え、出張目的および日程が客観的に確認できる資料（学会参加証、日程表、訪問先とのやり取り等）を提出（Graainへアップロード）していただきます。
· ファーストクラスやビジネスクラス等、過度に高額な座席利用や、研究目的と直接関係のない観光・延泊等を伴う費用は対象外となります。
(2) 助成金給付時期について
· 助成金は2回に分けて給付します（2027年3月・9月）。 
· 初回は2027年3月中旬に、決定した助成金給付金額の2分の1を目安に給付します。2回目は研究の進捗、助成金の執行状況および適正性、各種手続きに不備等が無い場合に、残額相当額を給付します（不適切な場合は、助成金の減額・停止または給付済みの助成金の返還請求をすることがあります）。 
(3) 採択者顔合わせや研究経過報告会などへの代表者による参加、当財団が定めるまたは要求する各種手続きの適宜・適切な対応は、助成金給付の前提条件となります。 

4. 募集期間
2026年9月18日（金） 〜 2026年11月15日（日）23:59まで

5. 助成期間と助成金の使用期限
(1) 助成期間：合意書締結日 〜 2028年3月31日
· 助成期間は上記の通りです。ただし、研究の進捗状況および合理的な理由により、例外として延長を認める場合があります。助成期間の延長が必要な場合は、事前に連絡・相談のうえ、申請を行ってください。助成期間の延長は最長で2028年9月30日迄です。 
· 延長申請が認められた場合、延長された期間中は、本募集と同様の案件の助成には応募できません。 
(2) 助成金の使用期限：助成期間終了日迄

 
6. 応募方法および提出資料
助成金給付申請システム『Graain（グラーイン）』の応募フォームに則り、必要事項の入力および書類・動画のアップロードを行ってください。

	手順
	内容

	① Graainへの登録
	専用URLよりアカウント登録・マイページ作成を行ってください。 

	② Graainでの申請
	応募フォームの案内に則り、必要事項の入力および提出書類（研究計画書・推薦状等）のアップロードを行ってください。 

	③ 申請完了
	2026年11月15日（日）23:59までに申請登録を完了させてください。 



	提出内容
	概要および注意事項

	① 研究計画書・費用明細書
	指定のWord/Excelフォーマットにて作成し、アップロードしてください。

	② 動画資料
	計画書で伝えきれない背景を補完するための動画
（5分前後）

	③ 推薦書
	指定フォーマットにて作成しアップロードしてください。


※郵送、電子メール、FAX、手渡し等、上記と異なる方法による申請は受付しておりません。 
※お問い合わせの回答までにお時間を頂戴する可能性がございます。 また、お問い合わせ受付を2026年11月13日(金)正午にて締め切らせていただきます。
※所属先に助成金事務処理部門（助成金窓口）がある場合、応募フォームの「備考」欄に、「部署名、担当者名、連絡先」を必ず明記してください。
※動画資料の提出ガイドライン（審査ポイント）：
研究計画書（書面）の記述補完および申請者の「熱意・意志」を審査員へ直接伝えるため、補足動画の提出をお願いいたします。
· 動画の目的（なぜ動画が必要か）： 書面資料だけでは書ききれなかった背景や、「なぜこの研究に取り組むのか」という申請者自身の言葉による意志決定プロセスや想い・熱意を審査員に伝えるための補完資料です。
· 動画に含めるべき内容：
· 申請者本人の言葉による研究の背景・動機・熱意
· 書面（研究計画書）に収まりきらなかった補足説明や現場の課題感
· 動画の形式および撮影条件：
· 動画時間：5分前後（長くなりすぎないよう簡潔にまとめてください）
· 出演要件：申請者本人が必ず1回以上画面に映ること（共同研究者がいる場合は、共同研究者も1回以上映像内に映るように撮影してください）
 
7. 審査および生成AIの利用ルール
(1) 審査プロセス
· 書類審査： 当財団が委嘱する外部有識者等による審査委員会にて、多角的に選考します（※採否理由は開示いたしません）。
· 面接審査： 書類審査通過者を対象に、オンライン面接を実施します（2027年2月下旬〜3月上旬予定）。
· 追加審査： 必要に応じて、追加資料の提出や再度のインタビュー（オンライン含む）を依頼する場合があります。
(2) 生成AI（ChatGPT等）の使用ルールと評価方針
申請資料の作成にあたり生成AIを利用することは可能ですが、「透明性」と「提出内容への責任」を厳格に求めます。
· 使用箇所の明記： 生成AIを使用した場合、どの項目の作成にどのような目的で使用したかを申請書内に明確に記載してください。
· 記述内容の責任： 出力内容の正確性・論理性・妥当性についての責任は、すべて申請者本人が負うものとします。
· 【減点対象】： プロンプトの出力結果をそのまま貼り付けた資料や、情報過多で冗長・意図が不鮮明な資料は審査において減点対象となります。
 
8. 審査結果の通知
審査の結果は、助成の可否にかかわらずGraainより通知いたします。 
通知時期：2027年3月中旬頃を予定 

9. 知的財産権および成果の公表
(1) 知的財産の帰属： 応募者が本助成研究において創出した知的財産権（特許権、著作権等）は原則として応募者（または所属機関）に帰属します。当財団はいかなる権利も主張いたしません。
 (2) 成果の公表： 本事業は公益を目的とするため、採択者の氏名、所属、研究タイトル、助成金額、および研究報告書の概要を当財団ウェブサイトや報告集等で公表する場合がございます。
 (3) 関係法令の遵守： 研究実施にあたり、倫理審査（人対象研究等）や関係法令がある場合は必ず適切な手続きを行ってください。 

10. お問い合わせ
お問い合わせは、助成金給付システム「Graain（グラーイン）」内の「メッセージ」機能より受け付けます。 
1. Graainにログイン 
2. 右上部の「メッセージ」アイコンを選択 
3. 検索バーに「一般財団法人 篠原欣子記念財団」と入力 
4. 冒頭に「2026-2027研究助成 」と氏名を明記のうえ送信 
※電話、FAX、郵送等での直接のお問い合わせは受け付けておりません。
※募集要項、採択後の手続きガイドライン、FAQなど公表書類の内容と重複するお問い合わせには回答いたしかねます。 お問合せ前に必ずご自身でこれらをご確認ください。
※お問い合わせの回答までにお時間を頂戴する可能性がございます。 また、お問い合わせ受付を2026年11月13日(金)正午にて締め切らせていただきます。

一般財団法人 篠原欣子記念財団（しのはら財団） 研究助成事務局





